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本語教育学会, 2020）。浜田・齋藤（2018）、河野
（2018）、臼井（2011）などの質問紙を使った調査
や、先に挙げたモデルプログラム（公益財団法人
日本語教育学会, 2020）のように量的質的のミッ
クスメソッドで行われた大規模な研究もあるが、
一人の個人について深く掘り下げた研究は少な
い。古川（2015）のようにある時の教師の感性に
着目することは、これからの日本語教員の参考に
なるだろう。そこで本研究では、長期間にわたっ
て日本語指導を行ってきた教師のライフストー
リーに着目してインタビューを分析することにし
た。日本語教員がどのような経験を重ね、どのよ
うに意思決定をして小中学校の日本語指導を切り
開いてきたか、日本語指導や外国人等児童生徒２）

の対応についてどのような思いを持って行ってき
たのかを明らかにする。長期間の振り返りに着目
することで得られる知見が、日本語教員の養成と
いった長期的な計画に役立つのではないかと考え
られる。

Ⅱ　先行研究
日本の学校教育の研究において、児童生徒の学
びを向上させたり、学校生活を改善するために教
員側の要因も研究対象にされてきた。辻・小倉
（2022）はこれまでの教員の信念やビリーフにつ
いて研究されてきた歴史を概観し、「教師の信念
は研究ごとに定義が異なるものの、教師が教育実
践や児童生徒との関わりによって得た、指導行動
を決定する知識である」（p.216）と表現した。ま
た上杉（2021）も海外の研究を含めても、ビリー
フの定義ははっきりしていないと指摘しており、

Ⅰ　はじめに
グローバル化が進み、日本国内に暮らす外国人
の数は増加している。その多くは労働者で、学齢
期の子供たちを含む家族を伴って来日する人もい
る。2021 年の統計では日本の小学校や中学校に
は日本語指導の必要な児童生徒１）が 58,353 人在
籍しており、その数は 2010 年代に入り更に増加
している（文部科学省, 2022）。外国人が多く住
む地域の学校などでは、日本語指導のための加配
教員（以下、日本語教員）が配置され教育の拡充
が行われている（文部科学省, 2020）。今後、日
本語指導の必要な児童生徒が増加すれば、加配の
ための教員がさらに必要になる。
現在、小学校や中学校で日本語指導を行うため
の教員免許はなく、各自治体や学校がさまざまな
工夫をして日本語の指導を行っている。日本語教
育の資格を持つ人が担当になるほか、日本語指導
の担当になった教師が新たに勉強する場合もあ
る。教師のための研修は整備されつつあり、子供
の日本語教育を扱った研究が進み指導法に関する
書籍も出版されている（日本語表現を工夫した
JSLカリキュラムの開発の普及など）。それでも
日本語指導の担当をすることになった教師にとっ
て、新しいことを理解し、効果的に指導できるよ
うになるまでには、他の教員が知ることのない混
乱があり、相当の努力が必要だ。
こうした日本語教員についての研究はまだ日が
浅く、文部科学省が日本語教育学会に委託したモ
デルプログラム開発事業などを通して、初等中等
教育の教員たちが日本語指導について理解を深め
ていく準備が始まったところだ（公益財団法人日
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ている考えとして扱う。
日本語指導と教員のビリーフの関係について、
浜田・齋藤（2018）は現職教員に対するアンケー
ト調査を行い、教師がそれぞれの人生の中で経験
してきたことが、日本語指導が必要な子供に対す
る認識にどのような変化を与えているか、その傾
向とともに調査をした。その結果、特に日本語指
導の経験を持つ人は、「日本語習得や文化接触に
関する見方が深まっていた」（p.67）と述べている。
そして、このような教師のビリーフは、研修によっ
て変化する可能性も示唆された。多文化教師（日
本語教員を含む）の実体験がビリーフの形成に関
わっていることは、河野（2018）にも指摘されて
いるが、実体験だけではなく研修などの間接的な
手段で効率よく教員のビリーフに変化を与えるこ
とができると考えられる。
さらに日本語教員のビリーフについて質的な研
究を行った古川（2014）は、新しく日本語を指導
することになった教員に対してPAC分析を行い、
ビリーフの変化を調べるために、年度の初めの時
期と終わりの時期に 2度の面談を行った。すると
対象の教員が日本語指導を経験することで、児童
を捉える視点に変化が起こっていた。それは日本
語を教えなければならないという焦りや緊張を感
じさせた 1回目の面談と、児童に対する余裕を持
つようになった 2回目の面談との変化であり、日
本語指導を受けている児童のことを「『多文化・
多言語背景を持つ子ども』として意識するように
なった」（p.35）ことだ。日本語指導という未知
の業務を担うことになった教員の戸惑いと、経験
を通して児童に対応していく心構えが身についた
ことが、この研究から理解できる。
このように、日本語教員が教師としてのビリー
フを認知することは、佐藤（1993; 1997）の省察
的実践家や、石井（2013）の問題探究的省察を行
う教師として、自身の教育実践を振り返り変化さ
せていくことの基盤となると考えられる。
そこで本研究では、中学校で長きにわたり日本
語指導に携わってきた教員が、どのようなビリー
フを持って外国人等生徒の教育を行っているかに
ついて調査し、日本語教員の成長について論じる。

各研究者が先行研究を参考にして定義づけをし
て、真理に迫っていると考えられる。
学校の教員のビリーフに関する研究として顕著
なのは、河村・國分（1996）が実施した小学校教
師特有のビリーフについての調査である。この研
究は、エリス（Ellis）の論理的な前提をもとに
したラショナル・ビリーフと、非論理的な「～せ
ねばならない」というイラショナル・ビリーフ（以
下 ib）の理論を基盤としている。調査の結果、
教員たちの ibは強迫的な感情に結びつき、管理
的な教育を行なってしまう可能性があることを指
摘した。そして管理的な学級の雰囲気が、児童の
学級適応に負の影響を与えている可能性を示唆し
ている。
こうした教師の考えが教室環境に働く負の側面
を軽減するために、ibを下げる対策が考えられる。
渡部・加世田（2004）は小学校教諭と幼稚園教諭
のビリーフを比較し、小学校教諭の ibが有意に
高いことを報告した。「教師が（中略）自己の ib
を低減させることにより、視点が多様になったり、
子どもの個性に目を向けることが可能になるだけ
でなく、多様な視点を軸に子どもをとらえること
ができるようになる可能性が示唆された」（p.25）
と述べている。また安田ら（2019:39）は ibを下
げるための会議を設定し、その結果「子どものこ
とを多面的にとらえようとする心理的ゆとり」が
できたことで、「イラショナルビリーフを下げる
効果を持っている可能性が推察できる」と結論づ
けた。教師が、子供たちの多様性に着目して自分
の仕事の仕方を振り返ることに効果があると考え
られる。
一方で小学校教員を対象にした黒羽（1999）は、
児童中心的な授業を展開する教師は、肯定的な授
業観、児童観を形成しているといい、児童が楽し
く授業を受け理解が深まっていれば、児童の学習
意欲が継続される。また児童は個人として扱われ
るべきで、授業中の活動は個人が行うことでなく
てはならないという信念を持っていることを明ら
かにした。このように教師のビリーフを研究する
にあたってさまざまな定義づけが試みられている
が、本研究では教師のビリーフを、生徒を教育す
るあらゆる活動の判断基準となって教師を動かし
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いつ、どこで、誰に向けて、なぜ語るのかという
『いま、ここ』の状況次第で、いか様にも変容する」
と述べており、聞き手の存在や聞き手が作り出す
環境によって、語り手から得られる情報が変わる
ことを指摘している。

1　対象者
今回のインタビューでは、筆者は R市で日本
語指導に長年携わってきた小池教諭（仮名）の話
を聞くことができた。R市には 1970 年代以降中
国帰国者が住まうようになってから、一部の学校
に日本語教室が設置された。小池教諭はそのうち
の P中学校の日本語指導担当となった。そして、
インタビュー当時に勤めていた Q中学校でも日
本語指導を続けた。
本研究を開始するにあたって、立命館大学にお
ける人を対象とする研究倫理審査委員会の承認を
得た。小池教諭には研究についての説明（イン
フォームドコンセント）ののち同意を得て、イン
タビューを行った。インタビューは 2020 年 1 月
と 2 月、2021 年 3 月の計 3 回行った。一回のイ
ンタビューは約 2時間であった。インタビューは
録音し、音声データを逐語録化した。分析には主
にこの逐語録を使用し、一部インタビュー中に
取ったメモや小池教諭との電子メールのやりとり
を参考にした。

2　研究者（筆者）と対象者との関係、「構え」
聞き手の存在について、桜井（2012）や佐藤

（2015）では、語り手と聞き手の関係性や聞き手
がどのようなつもりで話しを聞くのかということ
を「構え」という概念を使って説明している。佐
藤（2015）は聞き手の「構え」によって、インタ
ビューが左右され、語り手から得られる情報が変
わることを指摘している。また筆者は過去に中学
校の教員をしており、小池教諭と筆者との間には
共有の知人もいたため、リラックスした環境でイ
ンタビューを行うことができた。このような筆者
の構えや状況が今回のインタビューに影響した可
能性は高い。

Ⅲ　研究方法
日本語教員が他の教員とは異なる体験をしてい
ることに着目し、その体験を通して日本語教員が
どのようなビリーフを形成しているか調査をする
ため、公立中学校で長く日本語指導に携わってき
た教師に対してインタビューを行い、教師のライ
フストーリーに着目して分析を行った。
桜井（2002:14）によるとライフストーリーは
経験者の語りを聞き、その語りの中に含まれる「主
体の経験の主観的な意味やアイデンティティなど
を重視する」分析手法である。やまだ（2000）は、
ある経験者に質問をすると、その経験者は質問に
ついて考えるという自身の体験を振り返る過程
で、経験の中にある印象的な出来事をすくい上げ
るという。人が体験を語るということは、そのす
くい上げられた出来事を繋ぎながら話をすること
を言い、その過程でその人にとっての意味がつけ
られていくのだと述べている。
ライフストーリーを分析する際に着目するの
が、質問に答える時に語った出来事と、その出来
事について感想を述べたり評価をしたりする点で
ある。桜井（2012）や青山（2015）は、マスター
ナラティブ、モデルストーリー、パーソナルストー
リーの 3つの段階に分けて個人の人生における物
語を科学的に捉えようとした。特に本研究では、
マスターナラティブとして分類したものは、外国
人労働者についての施策や外国人等児童生徒に関
わる統計から読み取れるものなどで、数は多くな
かった。モデルストーリーは研究協力者の所属す
る学校の職員室や保護者、そして外国人等生徒や
それ以外の日本人生徒たちと理解し共有している
事柄についてである。そして、パーソナルストー
リーはそのような他の人々が思っていることにつ
いて、研究協力者が感想を述べていたり、他人の
言動について判断をしたり、他の人たちと自分が
違うと思ったりすることであり、個人のアイデン
ティティや考えが強く現れる部分である。
このような語り手の話を分析するためには、語
り手が思ったことや感じたことを正直に話すこと
が必要である。語り手がストレスなく話しができ
るようにするために、聞き手の存在が重要な役割
を果たす。井出（2013:59）は、「語られる内容は、
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T　あー。
K　  で、こんなん買ってきたから、これ覚えとか
言って、無茶苦茶な［教え方］。とにかく覚
えて覚えてって、何回も何回も言って覚え
てってしてたんですけれども、その子がね、
あの、作文をね、書いたんです。それはもち
ろん中国語で書いたんだけれども。僕は悪い
学生ですって。先生が一生懸命教えてくれて
るのに、僕は日本語が全然しゃべれないって
いうのを読んだときに、あんたが悪いんじゃ
ないって、私が悪い先生なんだと思って。ほ
んで、その頃、どうし、この先どうしたらい
いやろうというのもあったんで、なんかきっ
とどっかに、その、［日本語の］指導要領の
ようなものがあるんじゃないかと思ったり、
留学生が日本に来てるっていうことは、どっ
かで日本語を教える学校があるんやろうなと
か、そんな［程度の］知識なんですよ。

引用 1からわかるように、教師がきちんと日本
語の教え方を理解していないと生徒たちに教える
ことができないということは、日本語指導に限ら
ない。そのため、専門的な研鑽を積んでいない自
分にはまだその力が足りていないという気づき
が、小池教諭の日本語を教えることや外国人等生
徒の学校生活を支えるために必要な知識や技能の
習得を探究させるきっかけであった。
小池教諭は、外部の日本語教師養成講座に通う
ために就業時刻より早く退勤する許可を得て、す
べて自費で勉強をした。学校にも教育委員会にも
小池教諭に日本語教育の専門性を支援する制度は
なく、状況の認識には隔たりがあった。それでも
小池教諭は、独自の努力を続けた。
日本語指導は教科としてではなく、特別の教育
課程で指導することとなっている。そのため中学
校で日本語指導をする場合は、なんらかの免許を
持っていなくてはならない。小池教諭も別の教科
で採用され、日本語指導をすることになったが、
既存の教科との違いを次のように話していた。

（引用 2　2020 年 2月）
K　  それはそうやね。多分ね、私が、この仕事を

Ⅳ　分析結果
日本語教員のビリーフに関わる発言をしている
箇所から、小池教諭のパーソナルストーリーを読
み取った。そして、関連するものをまとめて分類
した。Kは小池教諭、Tは筆者の発言である。［　］
は省略されている言葉を補うため、（　）は補足
をするために使用した。

1　好奇心と向上心
小池教諭が日本語指導を始めたのは、1990 年
代はじめに P中学校に赴任してからだ。その頃
小池教諭は、中国を旅行したり中国語の勉強を始
めたりするなど、中国に興味を持ち始めていた。
当時の経済的に発展途上の中国で親切な現地の
人々との交流を体験し、中国に対する興味を高め
ていった。このような好奇心が小池教諭を動かし、
日本語指導と出会うきっかけであった。初めは自
分の教科を教えること以外の新しい役割に期待を
していた。しかし P中学校に赴任して、外国人
等生徒の指導にあたることや日本語を教えること
は、想像以上に苦労を伴うものであった。P中学
校にも前任者にもそのような教育をどうすれば良
いのかという決まった形はなかった。

P中学校で日本語指導の対象になったのは、主
に中国帰国者３）の子供たちだった。小池教諭は
中国に対する関心はあったものの、当時はまだ中
国語を流暢に話せず、日本語を教える方法もわか
らなかった。P中学校にいた外国人等生徒は、あ
る程度日本語が話せたが、2年目に日本語が全く
話せない生徒が編入してきた。その時、自分がこ
の子の日本での生活を支えなければならないとい
う使命感を持った。

（引用 1　2020 年 1月）
K　  その次の年の、9月くらいに全く喋れない子
が一人入ってきたんですよ。

T　それも中国から。
K　  そう、中国から。もう全部（その学校にいる
外国人等生徒は）中国なんですけどね。で、
えーどうしようって思って、それ（中国に売っ
てる日本語の教科書）を買いに行ったんかも
わからない。
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方がいいよみたいなことってありますか。
K　  まずね、その嫌々かってことになるんですけ
どね。この仕事でお給料をもらってるん。ね、
それはこの仕事って言っても、子供いろんな
子がいるんでね。例えばここに手話が必要な
子がおったら、手話勉強せなあかんと思いま
すし。そりゃ極めるかは別ですよ。（中略）
この目の前にいる子をなんとかするためには
自分が勉強するしかしょうがないですよね。
それは嫌とかいいとかいう次元じゃない。引
き受けたなら、絶対やらなければならないと
思うんですよ。まずそれがある。

手話の例にもあるように、小池教諭はたまたま
外国人等生徒という特徴を持つ子供たちの教育に
深く携わることになった。しかし、一般学級の担
任をしていてもいろいろな背景を持つ子供に出会
うことはある。教師が体験していない、想像もつ
かない境遇に身を置いている子供もいるだろう。
そういう子供たちに、勉強を教えたり自信をつけ
させたりするのは、教師の仕事であり子供の事情
とは関係がないと強く話していた。
また、教科の授業についても変化が必要だと考
えていた。日本語の理解が十分でない生徒が教え
ている教室にいるのであれば、その子に向けた授
業の工夫をすることが、教師には必要だと語って
いた。

（引用 4　2020 年 2月）
B　  あの、不安って言ってね、私がほんなら教科
担当やったり、担任やったりしたらできるん
かって言われたらそれはちょっとクエスチョ
ンが 3つか 4つかつくんやけど、やっぱりそ
の自分の授業改革の中でね、そういう子供が
おるっていうことがやっぱ分かってへん人が
いっぱいいてると思うんですよ。

T　それは、言葉の問題とか。
B　  そうそうそう。言葉もそうやし、認知の面で
もそうやし。で、そんなんどこにターゲット
合わすって、そりゃ難しいんだけれども、（中
略）ってか、でけへん子がおるのはわかって
はると思うんね。でもそのでけへん子をどう

して、まあ子供にもよるんですけどね、あの
砂に水が染み込んでいくようにね、日本語が
喋れるんですよ。それで、たどたどしいけど
も、それで自分の生活を語ってくれる。

T　うんうんうん。
K　  （中略）なんかそういう風に、自分の生活で
起こったこととかを話ししてくれるようにな
る。

教科指導をしていても、必ずしも教師の指導に
よって上達したかは分かりにくい。しかし例えば
日本語の初期指導では、自分が教えたことがすぐ
に生徒の身になり実際に使用される。その達成感
は教科指導では味わえないものだったという。上
達する生徒を見るのは、教師冥利に尽きると語っ
ていた。このような生徒の成長のために、文部省
（当時）の研修に参加するなど日本語指導の能力
を高めたり、教育委員会主導の教材作成に加わっ
たりした。そして自分自身の日本語指導の理解が
深まり、教材が充実していくことで、生徒たちに
指導できることも増えていった。また他校の日本
語指導者と協力して研究会を発足させるなど、日
本語を教え外国人等生徒の教育をする実践を重ね
た。
日本語教員が求められている専門性は、教育課
程で多くの生徒が学ぶものとは異なり、言語を教
えることに慣れない教員にとっては負担かもしれ
ない。それでも仕事をする上で自分の専門性を磨
くことは重要だと述べていた。しかし、日本語指
導をしている教員の中には、日本語指導は一時的
なもので積極的に学ぼうとしない人もいると話し
ていた。

（引用 3　2020 年 1月）
T　  何も知らない人がです。教諭でも講師でもい
いんですけど、全然専門外、日本語ではない。
美術とかでもそうですし、国語とか英語だと
まだ親和性がある気がするんですけど、理科
とか音楽とかで例えば担当頼まれたような人
が、じゃあやってみるかって嫌々ではなくま
あまあじゃあ、そう言う運びならやってみよ
うと思った人が、こんなことはやっておいた
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2　外国人等生徒の学校生活に対する責任
生徒の背景にかかわらず一度入学（または編入）
すれば、学校の一生徒として扱われる。しかし、
十分に安心した学校生活が送れているかという
と、外国人であることや言葉や文化の違いが、多
数派の誤解につながっている例があった。特に中
学校では生徒指導が学校運営において重要で、外
国人等生徒が非行に走ることもたびたびあった。
そのような事情を理解している小池教諭は、外国
人等生徒と日本人生徒や教師の間に入り、生徒の
問題や不安解消に努めた。こうした活動を通して、
生徒や保護者の信頼を得ていった。

（引用 5　2020 年 2月）
T　  なるほど。でもやっぱり、その、中国語のな
んていうか、生徒の母語ができるっていうの
は利点はありますか。

K　  それはすごくありますね。子供が自分らの味
方と思ってるし。だから、あの、今そんなこ
と言う子いないけど。ちょっと前は、日本人
の先生っていう言い方していたからね（言い
方をしている子も多かった）。（中略）すごく
中国人にとって、中国人を悪いイメージを
持って見る先生もいてはったみたい（先生も
いたのかもしれない）。

小池教諭には日本語指導を担当するようになっ
てから、いろいろな人との出会いがあった。日本
語教室の運営に協力的な人もおり、人権教育や国
際理解教育などの機会に担当の教員たちと協力し
て、外国人等生徒の背景（例えば、中国帰国者の
問題など）を日本人生徒たちに教える試みをした
こともあった。しかし日本語教育や日本語教員の
仕事の認知が進んでいないために、他の教員から
思わぬ誤解を受けたり、日本語教室に対して偏見
を持っている教員に出会うこともあった。たとえ
ば、日本語の授業があるにもかかわらず、学年の
仕事（自習監督など）をするように言われたこと
や、新任教員に日本語教室の担当者は指導力がな
いのではないかと軽視されたことがあったとい
う。

したらできるかっていうことを科学的に考え
たような大枠があれば。例えば今、特別支援
なんか UD化（ユニバーサルデザイン化）っ
て言って視覚支援しましょう、こんなんしま
しようって具体的に出てるけど、日本語の子
はどうなんやろ。こんなん振り仮名打った、
いちいち打つのがめんどうくさかったら、双
曲線って書いて、そうきょくせんって書いて
あるのをペタって貼ったらいちいち書かんで
もいけるやん。そこのなんか一手間。で、双
曲線、私いつもやってんねんけど、双曲線 3
回言ってみって。言ったらちょっとは記憶に
残る。言わしてもあかんかもしれないけどね、
それは専門家じゃないからわかれへんけど。
そんな工夫とかも言うねんけど。なかなかそ
ういうこともやってくれる人がおれへん。

T　  んー。なるほど。なんだろ、特別支援的な要
素で授業改善を図っているケースは多いけれ
ども、日本語の能力の視点で授業改善を、一
般の授業でってことですよね。

B　そうそうそう。
T　  教室の授業で、一般教室での授業改善が進ん
でいない。

B　そう。

小池教諭はこうした生徒の事情に合わせた教育
を展開するために、勉強を続けてきた。インタ
ビューを行った時期は、学習障害などを持つ生徒
の支援を行う必要があると考え、特別支援教育士
の資格を取るための勉強をしていた。
小池教諭が担当する児童生徒は日本語での理解
や表現が、同年齢の日本語母語話者の児童生徒に
比べて発展途上であったが、中には日本語だけの
問題とは考えられない児童生徒もいたという。例
えば日本語の数字の言い方を覚えて、時間や日に
ちの言い方を合わせて練習しようとしても、アナ
ログ時計の読み方がわからない場合は、日本語だ
け覚えればその表現ができるようになるわけでは
ない。時計の読み方やカレンダーの読み方がわか
らない場合は、さらに特別支援としての指導が必
要になる。
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てくれるね。なんかもう、もっとやったるで、
みたいに思ってたから。

小池教諭は、こうした教員の誤解や不理解があ
ることを知った上で、他の教員との信頼関係を築
くように心がけた。外国人等生徒の関わる生徒指
導や進路指導に積極的に加わり、学級担任と生徒
や保護者の双方を安心させる努力を行ってきた。
また学校内で校内研修を担当していたため、他
の教員に対する啓発的な働きかけを行ったり、国
際理解を促進させるための学校行事を運営した
り、日本語学級通信の発行、学校のウェブサイト
で日本語教室の活動を発信するなどした。日本語
教室に直接関わる小池教諭や外国人等生徒の考え
と、日本人教員や生徒たちの考えていることには
差があったが、その差を減らしていくための努力
を行った。

（引用 8　2021 年 3月）
K　  結構言ってくれるよ。先生は私らが卒業する
までおってやって言ってくれるし。（中略）で、
今ここに来てくれてる、Aさんって女の子が
おんねんけど、それは P中学校で教えた子の
奥さんって話し前に言ったっけ？

T　あああああ、あーあ。
K　  前の。その子なんかは、もう Aが今いるのは
先生のおかげですとか言ってくれるし。うん。
だから恩と感じてくれるかくれへんかはその
子次第やけど、まあ私はあの、平等に愛して
たと思う。

小池教諭は自身の仕事に実直に向き合い、丁寧
に対応してきた。そんな小池教諭のことを生徒や
保護者は信頼し、慕っていた。

Ⅴ　考察
1　探究する教師
小池教諭は好奇心が強く、P中学校に赴任した
時、外国人等生徒の指導をやってみたいと思った。
はじめは日本語を教えることの詳細を知っていた
わけではないが、新しいことに挑戦する気持ちを
持っていた。しかし実際には日本語を教えること

（引用 6　2020 年 1月）
K　そう。だから自習も入らなあかん。
T　そうですね。
K　本当にカツカツ。
T　ひー。大変、それ。
K　  ［私も自分の仕事を］やってるのに。で、（中略）
あの、自習入ってくださいって。え、私授業
なんですけどって。え、何人来るんですかっ
て。ふたりですけど、ほんなら自習入ってく
ださいって。え、先生それは［できませんよ］っ
ていうような。

T　それはちょっとな。
K　  それは、ちょっと話して、こっちでこんなふ
うな授業してますって理解してもらったんで
すけど。そんな人もいるし。

このような誤解は度々起こった。ほとんどは、
一般的な職場で起こるすれ違いであったが、P中
学校で苛烈な扱いを受けたことがあった。それは
日本語指導の対象を広げたり、小池教諭が教育委
員会と連携して仕事をしている頃で、P中学校の
一部の教員がその様子を快く思っていなかったこ
とが原因だったという。当時は、職場で起こるハ
ラスメントに対しての認識は現在と異なってお
り、小池教諭は精神的に辛い時期を送った。しか
し、小池教諭はその圧力に負けず外国人等生徒の
ためになることを続けた。

（引用 7　2020 年 2月）
T　  うーん。なるほど。現在の事情とは少し違う
ところがありそうですけど。でもそういうの
で、［日本語指導に関する新しい挑戦を］諦
める人もいるかもしれないですよね。

K　  そりゃそうだわ。（中略）でも、私は何にも
怖くなかったし、それはね、生徒がいてるか
らやねん。私ね、どっかでしんどくなった先
生がおったら［この経験を］言ってあげたい
と思うんやけど。ほんなら、自分倒れたらこ
の子ら誰が面倒見るねんって思ってたから。
そんななんぼやられても、かかってこいよみ
たいな気持ちでいてたし。それだけのものが
この日本語教育にはあったと思う。私を支え
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いる。それは、生徒たちは一人の教員だけでなく
他のいろいろな教員との関わりがあり、その全て
が生徒にとって貴重な教育の機会であるからだ。

2　外国人等生徒の学校生活を守る教師
このような「教師は探究すべき」という考え方
は、河野・國分（1996）で示す児童生徒に対して
管理的な指導をする傾向の強い ibの高い教師と
関連しているように考えることができる。しかし
小池教諭は外国人等生徒に対する責任感と愛情を
持ち、現状を改善させるために教師に何ができる
かを問うといった教育観を再構成させる形にビ
リーフを働かせていたといえる（石井, 2013）。
文部科学省はこれまでに教員に求められる資
質・能力を提示しており（津村, 2019）、「幼児・
児童・生徒に対する教育的愛情」はいつの時代に
も求められる資質・能力だと述べている（文部科
学省, 2006）。先述の臼井（2011）も教員として
一般に求められる力の一つに、「子どもへの愛情・
思いやり」を挙げており、教員たちの一般的な考
えとしても定着していることだとわかる。小池教
諭自身が引用 8で、生徒たちを「平等に愛してた
と思う」と発言したのは、この教育的愛情の表れ
だと考えられる。
教育的愛情について濱名（2016）は「子どもが
どんな状態であれ受け入れることであり、また望
ましい方向に向けて子どもを導いていくこと」だ
と論じており、同様に、辻・小倉（2022:219）は、
外国人等生徒を含む「多様な教育的ニーズに応え
るためには、『教職観』や『教職への熱意』を持っ
ていること」が必要だと述べている。このことか
ら、複雑で多様な背景を持つ児童生徒を教育する
際には、彼らを温かく受け入れる教師の心理的な
働きが重要だと考えられる。

ibとの関係では、安田ら（2019:39）は教師の「子
どものことを多面的にとらえようとする心理的ゆ
とり」が ibを下げる効果の要因となると述べてい
る。同様に渡部・加世田（2004:24）でも ibの低
い教師は「子どもを見る視点の数も多く、子ども
の個性を認める視点も有する」と述べており、ib
を下げる方法として、「教師が論理療法や自己点
検など」を挙げている（渡部・加世田, 2004:25）。

は、簡単ではなかったため、どうすればよいか戸
惑った。そして日本語を教えるための方法がある
ことを知ると、独学で日本語教育を勉強した。日
本語指導に慣れてきた頃にも、生徒たちが日本語
だけではない認知面に課題があると気づき、特別
支援の勉強をするなど探究は終わらなかった。小
池教諭を取り巻く環境は、決して恵まれたもので
はなかったが、目の前にいる外国人等生徒が困っ
ているのを放っておけず、この生徒たちにどう
やって勉強をさせて学校生活を楽しませるかと考
え、その時考えうるだけのことを実践した。
臼井（2011:86-87）は、外国人児童生徒の指導
に必要な能力として「教員として一般に求められ
る力」をあげており、その中には教科指導力、生
徒指導力、学級経営力などが例として示されてい
る。また、黒羽（1999）の述べているような、生
徒基準の気づきが小池教諭の中に起こったと考え
られる。それが元々持っていた好奇心を刺激して
より良い教育のための探究につながっていったの
ではないか。そして日本語教育の研修や日々の実
践を繰り返す中で、それまでの知識では解決でき
ないことに出会い、新たな勉強が始まった。こう
した変化を繰り返すことで、自分自身や担当する
生徒たちの環境とあるべき状態との違いに気がつ
き、自らを変化させようとする試みを行うことを
いとわないと言うビリーフを持つことになったの
だと考えられる（古川, 2014；古川, 2015；浜田・
齋藤, 2018）。教師の気づきが教師の成長につな
がっていることは、佐藤（1993; 1997）などが提
唱している省察的実践家や石井（2013）の挙げて
いる問題探究的省察を行う教師と通ずるところが
ある。小池教諭が、P中学校で日本語指導を始め
た時には戸惑いがあった。しかし、それ以来外国
人等生徒のために努力してきたことが小池教諭の
矜持となって現在の専門性を形作っていると言え
る（辻・小倉, 2022）。
中学校は義務教育であり、どんな家庭の生徒が
入学してきても誠意を尽くして教育を行うことが
教師として必要な態度だという考えは、日本語教
員にだけ求められるものではない。引用 1に見ら
れるような自分自身の探究だけではなく、引用 3・
4のような他の教師に対する希望としても表れて
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を向上させるために探究を続けようとしたこと、
また受け持った生徒に対する責任から外国人等生
徒たちを守ろうとしていた意思に教師としてのビ
リーフがあるとわかった。本研究で取り上げたの
は、一人の日本語教員のみであり、この結果が全
ての日本語教員のビリーフを代弁しているわけで
はないが、小池教諭のように教員人生のほとんど
を日本語指導や外国人等児童生徒の教育に情熱を
かけてきた教員は多くはなく、日本語指導を担当
する教員の在り方としてモデルを示しているとい
える。
コロナ禍であっても、グローバル化の流れは止
まらず、日本語指導の必要な児童生徒の数は増加
している（文部科学省, 2022）。今後もこの傾向
が続くようであれば、日本語指導を受け持つ教員
や外国人等児童生徒を担任する教員も増えるであ
ろう。そうした状況で起こる混乱を整理し、児童
生徒に最善の教育を提供するため、これまでの経
験から学ぶことは多いはずだ。こうした教師の行
動や判断の裏側にある個別の心の動きを拾い上げ
ることは、同じように現場で悩んでいる教師に共
感を与えることだろう。その共感を増幅し広げて
いくためには、さらに異なる切り口からの研究を
進める必要があるだろう。
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注
１）文部科学省の調査では、「『日本語指導が必要な児童生徒』

とは、日本語で日常会話が十分にできない児童生徒、も
しくは、日常会話ができても学年相当の学習言語が不足
し、学習活動への参加に支障が生じている児童生徒を指
す」とされている。

２）親が外国人であるなどの児童生徒には、さまざまな呼び
方があるが、本稿では日本語指導が必要な児童生徒、言
語的文化的に外国にルーツを持つ児童生徒を総じて、外
国人等児童生徒と呼ぶことにする。

３）中国帰国者とは、第二次世界大戦の前および最中に日本
から中国に移り住んだ日本人のうち、戦後の混乱期に日
本に帰国できず、現地に残らざるをえなかった人々のこ
とである。日本人であることがわかった場合、本人やそ
の家族が日本に帰国することができたが、日本で生活す

このことから、小池教諭が多様性を尊重し、複雑
な背景を持つ生徒を理解するために「教師は探究
すべき」と言った信念は、ibを高める心の働きと
は逆であり、管理的な指導を避け多様な子供たち
を温かく指導する視点を持つことにつながったと
考えられる。
加えて、外国人等生徒は、多数派である日本人
には想像できない学校生活のストレスを抱えてい
ることも問題である（宮澤, 2020）。日本語教員
はそんな生徒たちの窓口であり、生徒たちにとっ
て身近で話しかけやすい存在だ。生徒たちにとっ
て日本語教室がシェルターとしての役割を果たし
ていることもあり、日本語教員はその場所を守る
役割も果たしている（竹内, 2022）。古川（2014）
の研究で、教員のビリーフに変化が生じたように、
担当になった時は日本語指導に不安を感じていて
も、外国人等児童生徒との関わりの中で接し方を
理解することがある。引用 7にあるような外国人
等生徒を守らなければならないという強い意志
は、小池教諭が長きにわたって日本語指導に携
わってきた間に、経験を重ねることでさらに強化
されていたと考えられる。
こうしたこれまでの研究によって示されている
日本語教員や日本語教室の役割は、日本語教員の
ビリーフやものの見方、価値観などによって変化
する。しかし、教員が非積極的な態度であれば、
外国人等児童生徒にとって頼れる大人を失うこと
になってしまう。
また他の教員や生徒の理解を深めることも日本
語教員の重要な働きだ。引用 6のように他の教員
と考えが衝突したときだけではなく、小池教諭は
国際理解の授業を通して、学校内の研修を通して、
文化祭の出し物を通して、さまざまな場面で日本
語教室や外国人等生徒のことを取り上げて広報を
した。こうした地道な活動によって、学校の関係
者の外国人等児童生徒に対する考え方に変化が起
こるだろう。

Ⅵ　まとめ
本研究では、中学校の日本語教員に対するイン
タビューをライフストーリーの手法を用いて分析
し、好奇心と向上心を持った教員が自身の専門性
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